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1.　さきに著者らは可及的 に'葉酸を除去した自家精製

寒天の使用と葉酸定量時 の至適検定条件の設定 とに より

本 法の精 度を著し く改善し うることを報告した。 そこで

今回は本 法が果 して葉酸の一定量法として実用に供し う

るであろ うか。こ の点を確かめるべく数 種生物材 料を供

試し てカップ 法による葉酸定 量を試み従来 よ り実施され

てい る比濁法と比較し た。

2.　検定 菌と し てStc. faecalis Ｒ ATCC 8043, 定

量 培地 とし て ＡＯＡＣ 組成 を供し著 者らの設定 せる検定

条件下で カップ 法を実施しあ わせて 比濁法も行なった。

供試せ る試料 か ら の 検 液の 調製 は岩井氏 の方 法に準じ

た。

3. 数種 天然試 料の遊 離型葉 酸お よび総葉 酸量を測定

しつぎ の成績 をえ た。1) カップ法 による数種植物性 食品

中 の葉酸定量値 は比濁法 のそ れとほぼ一致し， ドリフト

もな く回収率は80-100 ％ で あっ た。2 動物性食品 のな

かにはカ ップ法に よる遊離型葉酸定量値が 比濁法に よる

それよ りもやや低い値を示すも のがあ り回収率も同様 の

傾向を示したが，総葉酸量は両者に よる差異がな く，ま

た，ドリフ トや回収率も100% 前後で良好であっ た。3)

以 上の として実際上有

用であることを示 唆するもので，回収率やドリフト の不

良な数 種動物性食品については検液の調製に工夫を加え

るならば正確 な定量が可能となろ う。


